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昭
和
二
十
四
年
、
組
合
設
立

　

昭
和
四
年
、
現
在
の
組
合
の

も
と
と
な
る「
焼
津
鰹
節
商
組

合
」が
発
足
し
ま
し
た
。
こ
の

頃
、
焼
津
鰹
節
は
品
質
・
技
術
で

も
全
国
か
ら
一
目
を
置
か
れ
る

指
導
的
な
地
位
を
確
立
し
、
焼

そ
こ
知
り

志
太物

語
津
は
全
国
の
鰹
節
流
通
の
集
散

地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

戦
争
に
よ
っ
て
大
き
な
打

撃
を
受
け
ま
し
た
が
、
昭
和

二
十
四
年
、
焼
津
鰹
節
水
産
加

工
業
協
同
組
合
が
設
立
さ
れ
、

焼
津
の
水
産
業
の
売
り
上
げ
も

戦
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
ま
し

た
。
宮
内
庁
に
も
鰹
節
を
献
上
、

翌
二
十
五
年
に
は
焼
津
で
初
め

て
鰹
節
類
全
国
品
評
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
事
務
所
の
建
設

や
冷
蔵
庫
の
整
備
な
ど
基
盤
づ

く
り
も
進
み
ま
し
た
。

研け

ん

鑽さ

ん

会か

い

が
内
閣
総
理
大
臣
賞

十
一
月
二
十
四
日
は
鰹
節
の
日

節
の
需
要
に
も
変
化
が
見
ら
れ
、

そ
れ
に
呼
応
し
て
、
手
回
し
式

の
削
り
機
が
発
売
さ
れ
、
さ
ら

に
、
よ
り
簡
便
な
削
り
ぶ
し
の

パ
ッ
ク
製
品
も
誕
生
。
昭
和

五
十
年
、
組
合
で
は
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
に
も
利
用
で
き
る
鰹
節

会
館
が
竣
工
し
ま
し
た
。

焼
津
鰹
節
伝
統
技
術
研
鑽
会
発
足

　

昭
和
五
十
八
年
、
鰹
節
製
造

の
伝
統
を
次
世
代
へ
と
引
き
継

い
で
い
く
た
め
に
、
焼
津
鰹
節

伝
統
技
術
研
鑽
会
を
発
足
。
翌

年
の
品
評
会
で
は
焼
津
節
が
農

昭
和
五
十
年
、
鰹
節
会
館
竣
工

　

昭
和
四
十
年
代
、
大
量
消
費

時
代
を
迎
え
、
産
地
で
も
大
量

生
産
を
目
指
し
た
機
械
化
を
進

め
る
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。
焼
津
で
開
発
さ
れ
た

鰹
節
の
形
を
整
え
る
成
型
機
が

全
国
へ
普
及
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

イ
ン
ス
タ
ン
ト
の
隆
盛
、
家

事
の
省
力
化
な
ど
に
よ
り
、
鰹

人
を
繋
ぐ バ
ト
ン

志
太

リ
レ
ー

参
加
型
情
報
誌「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
」

志
太
新
名
物
探
訪

焼
津
鰹
節
水
産
加
工
業
協
同
組
合

創
刊
し
て
四
年
で
す
ね

　

創
刊
が
二
〇
一
六
年
の
十
月

な
の
で
、
早
い
も
の
で
四
年
に

な
り
ま
す
。
子
育
て
を
し
な
が

ら
夫
の
転
勤
に
伴
っ
て
、
い
ろ

い
ろ
な
仕
事
を
し
、
自
分
が
中

高
年
に
差
し
掛
か
る
こ
ろ
、
同

居
す
る
夫
の
両
親
の
介
護
を
体

験
し
な
が
ら
、
自
分
自
身
が
今

後
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
を
考

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夫
の
両

親
を
見
送
り
、
娘
二
人
を
送
り

出
し
た
時
、
自
分
自
身
が
何
を

や
り
た
か
っ
た
の
か
を
考
え
た

先
に
シ
ニ
ア
対
象
の
ビ
ジ
ネ
ス

の
起
業
が
あ
り
ま
し
た
。

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
の
目
的
は
？

　

創
刊
に
あ
た
っ
て
考
え
た
の
は
、

「
シ
ニ
ア
世
代
に
前
向
き
で
良

質
な
情
報
を
届
け
る
こ
と
」「
自

分
自
身
が
楽
し
む
こ
と
」
で
す
。

紙
面
に
は
、
い
き
い
き
し
た
シ

ニ
ア
が
登
場
し
、
シ
ニ
ア
が
楽

し
め
る
情
報
が
溢
れ
て
い
る
こ

と
を
目
指
し
ま
し
た
。
目
的
は

「
人
と
情
報
」「
人
と
も
の
」「
人

と
コ
ト
」「
人
と
人
」
を
繋
げ
る

こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
多
く
の
人

と
出
会
う
中
で
見
え
て
き
た
の
が
、

シ
ニ
ア
に
な
っ
て
遭
遇
す
る
様
々

な
困
り
ご
と
で
し
た
。
そ
の
困
り

ご
と
を
解
決
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
考

え
ま
し
た
。

シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
設
立

　

シ
ニ
ア
世
代
が
直
面
す
る
介

護
、
相
続
、
税
金
、
不
動
産
の

処
分
な
ど
の
問
題
や
手
続
き
を
、

各
種
の
士
業
、
葬
祭
業
、
不
動

産
業
な
ど
の
約
五
十
名
の
専
門

家
が
チ
ー
ム
を
組
ん
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。「
シ
ニ

ア
サ
ポ
ー
ト
倶
楽
部
」
は
そ
の

人
に
必
要
な
各
分
野
の
専
門
家

を
チ
ー
ム
で
紹
介
し
、
対
応
す

る
こ
と
で
、
多
面
的
で
複
雑
な

問
題
も
ス
ム
ー
ズ
に
解
決
に
導

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
夢
は
？

　

こ
の
花
沢
の
古
民
家
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
た
場
所
で
、
い
ろ

い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
、

繋
げ
る
場
を
作
る
こ
と
で
す
。

周
り
の
畑
を
整
備
中
で
、
近
く

ピ
ザ
窯
も
完
成
予
定
で
す
。
是

非
、
多
く
の
皆
様
の
集
う
場
に

で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

花
沢
三
五
―
二
―
一

「
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
」を
隔
月
発
行

ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア
向
け
参
加
型
情
報
誌

松
浦 

至ち

え江

Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｓ
Ｅ
編
集
長

▲宮中への鰹節献上(昭和天皇)

▲焼津初の鰹節類全国品評会

▲昭和34年組合最初の冷蔵庫

▲焼津鰹節会館落成

▲鰹節の日ポスター

▲現組合事務所

 　
ス
マ
ー
ト
シ
ニ
ア
の
た

め
の
参
加
型
情
報
誌
「
Ｓ
Ｅ

Ｎ
Ｓ
Ｅ
」
は
、
二
○
一
六

年
十
月
、
創
刊
し
ま
し
た
。

隔
月
で
年
に
六
回
、
静
岡

県
内
各
地
に
一
万
五
千
部

配
布
し
て
い
ま
す
。
賢

い
（
ス
マ
ー
ト
）
シ
ニ
ア

向
け
の
情
報
紙
と
し
て

企
業
や
店
舗
、
団
体
な
ど
に

無
料
で
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

静
岡
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
二
〇
一
九
年
十
月
に
焼
津

市
花
沢
に
移
転
。
現
在
、
二
十
二

号
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
刊
時
か
ら
続
く
工
場
見
学
シ

リ
ー
ズ
や
人
や
旅
、
地
域
の
魅

力
、
イ
ベ
ン
ト
や
お
店
な
ど
行

動
す
る
シ
ニ
ア
の
た
め
の
情
報

が
満
載
で
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

人
気
で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、

〇
五
四
―
六
二
五
―
七
七
一
二

林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
、
翌
々

年
に
は
研
鑽
会
が
内
閣
総
理
大

臣
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

平
成
十
三
年
、
焼
津
漁
港
新

港
・
魚
市
場
が
完
成
。
焼
津
の

水
産
業
も
新
た
な
時
代
を
迎
え

ま
し
た
。
平
成
二
十
五
年
、十
一

月
二
十
四
日
を「
鰹
節
の
日
」に

制
定
。
同
二
十
七
年
に
は
新
事

務
所
を
上
小
杉
の
大
井
川
冷
蔵

庫
敷
地
内
に
建
設
。
令
和
二
年
、

七
十
周
年
を
迎
え
、
屋
号
入
り

前
掛
け
を
配
布
、
記
念
誌
を
発

行
し
ま
し
た
。（
小
嶋
良
之
）
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大手交差点 水守交差点

秋山木工㈱

西益津地区
交流センター

●

●

日本キャタピラー

カーマ
ホームセンター

水守中央
公園

●

●

●

西益津
幼稚園
●

旧 国道１号
藤枝北高校●

交差点の右折が
出来ません

交差点の左折が
出来ません

交差点の直進が
出来ません

交差点の左折が
出来ません

藤枝警察署からのお知らせ
 新しい交通規制のご案内   通学路の交通安全にご協力を！

土・日曜日、休日を除く午前7時〜9時
11月下旬から規制開始

介護福祉士等の
資格をお持ちの皆さん介護福祉士等の
資格をお持ちの皆さん

介護の有資格者 届出制度を
ご活用ください。

届け出るだけで、いつでも
福祉・介護の仕事の各種相談・
サポートがずっと受けられる

介護の職場へ戻ることを
お考えの方に・・・

介護職の「再就職準備金」とは

届
出して
ね

福祉の職場説明会
　＆個別相談会
施設まるごとみせちゃいます!!施設まるごとみせちゃいます!!
リモートで、施設内のようすや特
徴、具体的なお仕事の内容を紹介
します。説明会終了後は、個別相談
も引き続き行います。

ヒアリング
マッチング
基礎研修
職場体験
フォ ロ ー

❶
❷
❸
❹
❺

希望する職務内容・勤務形態を確認し、研修をご案内します。

希望する求人(事業所)開拓や、面接の実施等を個別に調整します。

外部講師を招いた講義やセミナー等をご案内します。

介護施設等における職場体験の受入れ調整等を行います。

復職後のフォローアップや再就職準備金(最大40万円)のご案内をします。

のご案内再就職準備金

介護のお仕事に復帰するための費用について、最大40万円 をお貸しします。

貸付金は2年間介護職員の業務に従事することで、

貸付には、条件があります。詳しくは右記までお問い合わせください➡

返還が全額免除 されます。

〒420-0856 静岡市葵区駿府町1-70　静岡県総合社会福祉会館「シズウエル」3F

ホームページでは福祉の仕事や資格、研修会などを紹介しています。

℡.054-271-2110
8：30～17：00（月曜日～金曜日）※土・日・祝日・年末年始は休みです。

福祉の仕事
セミナー＆相談会

こんなお悩みにお答えします!!こんなお悩みにお答えします!!

介護職として一定の知識・経験をもち、一度離職した方が、

再び介護の仕事に就くのをサポートするために、「離職した介護人材の再就職準備金貸付事業」として、

届出制度の5つのメリット届出制度の5つのメリット

http://www.shizuoka-wel.jp

静岡県社会福祉人材センター

静岡県社会福祉人材センター

参加無料
予約不要

または⬇下記の まで

●施設の採用担当の方が来所。直接お話ができます。
●資格取得の方法や施設見学、職場体験、
　就職フェアのご案内をします。
●復職支援、再就職準備金についてもご説明します。

会場：ＢiVi藤枝１階セミナールーム（藤枝市前島1-7-10）※施設併設駐車場１時間無料

124 金13:00～15:30 13：30～15：30

令和2年

令和3年

12月9日水12月9日水12月9日水
1月13日水・1月13日水・1月13日水・2月10日水・2月10日水・2月10日水・3月10日水3月10日水3月10日水

12月9日水
1月13日水・2月10日水・3月10日水

日程

時間

お問合せ

福祉の仕事って
どんな仕事？

短時間でも
働ける？

研修制度
は？

働きながら
資格を
とりたい！

❶13：00～（福）正生会
特別養護老人ホームつばさ豊田 他

❷14：15～（医）志太会
介護老人保健施設ユニケア岡部

お問合せ

未経験でも
大丈夫？

ブランクが
あるけど
大丈夫？

ハローワーク焼津
℡.054-628-5155

稲葉は、国道１号線の谷稲葉インターの北部にある地域です。稲葉の地名の由来は「稲場」といわれ、稲の耕作に適した土
地であることから名付けられたといわれています。稲葉は、島田の伊久美などから藤枝への中継地としてのイメージがあり
ますが、縄文時代からの遺跡が数多く出土し、拠点的な集落があったと思われます。また、室町時代には荘園の名前として
登場し、京都から公家が生涯住まわれた跡もあり、また、駿河三十三観音の一番札所である清水寺もその昔は稲葉にあり、
１２院の諸堂を有し、五重塔などもあったといわれています。今回は、新東名から北部で瀬戸谷までの地域を巡ります。

資料提供／稲葉地区地域交流センター

紀
き い の く に こ な が や は ち べ え そ ん

伊国小長谷八兵衛尊①
中山橋の横にあります。昔は
川の上流で疾

えきびょう

病が発生する
と下流でも病気が流行しま
した。その昔、小長谷八兵衛
の薬により助けられた人々の
感謝の念が供養塔建立につながったといわれています。

助宗古
こ よ う

窯址
し ぐ ん

群⑬
奈良・平安初期の窯

かまあと

跡群で、
瀬戸川左岸の助宗から寺島、
花倉地区に分布しています。
当時は志太地域で最大級
の窯跡群で、ここで作られた
土器が志太郡

ぐ ん が

衙や益頭郡衙でも使われていました。

西
に し む き

向地蔵尊⑥
建立年代は不詳です。地蔵
尊が二体、真ん中に石像が
一体あります。二体ともかな
り古いことは間違いありま
せん。建立の動機は瀬戸川
の水害によるものではないかと思われます。

萩
は ぎ の だ い ら

ノ平遺跡②
昭和２５年に発見されまし
た。縄文時代の遺跡で、瀬戸
川・滝沢川が合流する南側
の丘陵地にあります。多くの
石器と他地域との交流を物
語る縄文や弥生の土器なども発見されています。

船
せ ん ど う が わ

渡川神社⑭
助宗の下山・経

きょうづかやま

塚山の麓に
あり、昔、この付近に村松吉
左衛門家の先祖を祀ったと
いう言い伝えがあります。ま
た、瀬戸川で筏

いかだ

流しが盛ん
な頃には、船頭の安全を祈った神社ともいわれています。

旧瀬
せ と や

戸谷街道⑦
かつては瀬戸川の山

やますそ

裾に
沿って瀬戸谷・伊久美方面
に通じていたこの街道は、
笹
さ さ ま

間・伊久美に通ずる街道で
別名「塩の道」と言われました。
吉永の塩を馬の背に乗せて奥地まで運ぶ街道でした。

常夜灯と宮
み や ば ら

原野仏群③
瀬戸川の堤防地内にあり、
馬
ば と う

頭観音、庚
こうしんとう

申塔、観世音
菩薩などがあり、水難除地
蔵の看板が残っています。野
仏群の上流に常夜燈があり
ます。毎年、８月に地域で供養しています。

寺
て ら じ ま

島野仏群⑮
明治４３年の瀬戸川大洪水
後、耕地整理で村の辻、農道、
山裾にあった野仏が堤防地
内に集められ、昭和５７年に
地域内の地蔵尊等を一堂に
集め以後、毎年８月に地域で供養しています。

西
にしのみや

宮神社跡と榊の大木⑧
宮原神社の前身西宮神社が
鎮
ち ん ざ

座していたと思われます。
宮原地区は、瀬戸川・滝沢
川が合流し水害の多いため、
神社が流されたか、山崩れで
移転したのではと思われます。

宮原神社④
西宮神社・斎宮と称して、阿
井家の産

うぶすながみ

土神でありました
が、明治時代に現在地に移
転し、宮原神社とされました。
明治初頭まで例祭時に火の
舞の神事が行われたといわれています。

薬師堂⑯
「おやくっさん」と呼ばれる
薬師堂は、大正４年、原川隆
一氏が土地を寄贈され、現
在地に村人によって建立。そ
の折、助宗の円通院に預け
た養福寺の本尊地蔵尊と薬師如来を安置しました。

円
え ん つ う い ん き ゅ う か ん ど う い せ き

通院旧官道遺跡⑨
円通院の前を通る道です。
鹿
か な ど

鳴渡まで山裾を縫うよう
に通じる道になっています。
奈良・平安時代から続く道で、
旧官道と伝えられています。

志
し だ い ず み

太泉酒造⑤
明治１５年、地元志太で太
い志を持って泉のように湧
き立つ酒を造ろうと「志太
泉」を創業。自家井戸から湧
き出る瀬戸川の伏流水にも
恵まれ、軟水を活かしたまろやかで旨みのあるお酒です。

寺島神社⑰
その昔、上中下社があった
といわれています。明治時代、
白髭神社・蔵王権現・ 山神
社を合祀し、大正四年に現
在地に遷座し、寺島神社と
称しました。 今川家にまつわる伝承があります。

大井神社の大杉⑩
創 立年は不 詳。応

おうにん

仁 元 年
（１４６７）社殿を修理し、宝
暦５年（１７５５） 再建の記
録があります。かつては六社
神社と称し、明治五年に大
井神社に。大杉の由緒は不詳です。

助
す け む ね

宗野仏群⑪
瀬戸川の堤防地内にありま
す。馬頭観音、延命地蔵、八
兵衛さんの供養塔がありま
す。また、藤枝市内では珍し
い道祖神の碑もあります。毎
年、８月に地域で供養しています。

ひだまり⑫
築１２０年の古民家を改装し
たふるさと暮らし体験施設
として誕生しました。「助宗ひ
だまり倶

く ら ぶ

楽部」が管理運営
し、地域の自然体験やお米
作りや茶摘み、農産物の収穫体験などが楽しめます。

藤枝・稲葉地区北部藤枝・稲葉地区北部をを歩く歩く

①

②
③

⑤④

⑦
⑧

⑥

⑩
⑨

⑫

⑯

⑮
⑭

⑬

⑪

⑰

●

●

● ●

●

ファミリー
マート

ファミリー
マート

三井農林
藤枝工場
三井農林
藤枝工場聖稜リハビリテーション病院聖稜リハビリテーション病院

藤枝フットサルスタジアム藤枝フットサルスタジアム

瀬戸川瀬戸川

新東
名高
速道
路

新東
名高
速道
路

藤枝警察署
中山駐在所
藤枝警察署
中山駐在所 紀伊国小長谷八兵衛尊紀伊国小長谷八兵衛尊

萩ノ平遺跡萩ノ平遺跡

志太泉酒造志太泉酒造

大井神社の大杉大井神社の大杉

西向地蔵尊西向地蔵尊

薬師堂薬師堂

助宗古窯址群助宗古窯址群

船渡川神社船渡川神社寺島野仏群寺島野仏群

助宗野仏群助宗野仏群
旧瀬戸谷街道旧瀬戸谷街道

円通院旧官道遺跡円通院旧官道遺跡

西宮神社跡と榊の大木西宮神社跡と榊の大木

宮原神社宮原神社

ひだまりひだまり

寺島神社寺島神社

常夜燈と宮原野仏群常夜燈と宮原野仏群
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編 集長 後 記

むるぶ 検 索 ・むるぶ Fa ce b o o k

月刊むるぶ編集部
054-635-4651

共立アイコム	 054-635-4651
薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，稲葉地区で訪ねてみたい場所は？
６，ご希望のプレゼント券（上記のどれか）
７，その他、ご意見ご感想など

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、
年代、職業を忘れずにご記入下さい。

３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代
えさせて頂きますのでご了承下さい。

４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 徳川家康 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1丁目17-23 ㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　12月5日㊏
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ・メール必着

鰹節の日は何月何日？

　〇〇〇〇〇〇〇（漢字7文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂
き、アンケートにもお答え下さい。正解者の中から
抽選で、「藤枝シネ・プレーゴの映画招待券（3D不
可）」、「焼津笑福の湯ご招待券」「図書カード
（500円分）」をプレゼントします。

*プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画・入浴券

図書カード

おハガキで応募の方、お名前などを忘れずに！

今月の志太人と新名物探訪は、参加型情報誌 SENSEを
紹介しました。静岡から焼津に拠点を移し、身近な情報
誌となりました。情報誌は地域の血流という捉え方もあり、
その流れが多様で太いものであればある程、地域は元
気になり、輝きを増していきます。地域と共に歩む情報
紙は地域の原動力にもなっています。（小嶋良之）

広告のご相談お申し込み
054-641-2140
藤枝オリコミピーアール

054-635-4651
共立アイコム 〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目17-23（共立アイコム内）

https://www.kpnet.co.jp

共立アイコムのＳＤＧｓ宣言
ＳＤＧｓへの取り組みをサポート
SDGsの根幹にある「持続可能な開発」は、将来世代
のニーズを損なわずに、現役世代のニーズを満たす開
発を指す社会の課題と長期的なニーズがつまってい
ます。共立アイコムはユニバーサルデザインや環境対
応の印刷紙、無駄を改善する受発注在庫管理システ
ムでお客様をサポートします。それらの取り組みにより
企業イメージの向上や経営リスクの回避による地域で
の信頼獲得、生存戦略の強化と新たな事業機会の創
出が期待されます。



12月の休日緊急医

小児科
・

5

5

6日（日）

〈内・小〉たきいクリニック
（焼津市相川）
�622･8525
〈内〉ゆみ内科
クリニック（茶町三）
�641･7700

しまづ整形外科
（高柳二）
�634･0888

※
通
常
の
診
療
を
行
っ
て
い
る
診
療
所
も
あ
り
ま
す
。

　

直
接
、各
診
療
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

〈内〉西山クリニック
（平島）

�646･3003

13日（日）

〈内〉錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000
〈内〉ひろせクリニック
（駅前二）
�641･0689

錦野クリニック
（青葉町二）
�636･5000

〈内・小〉三輪医院
（岡部町内谷）
�667･3000

20日（日）

〈内・小〉大岩内科医院
（高岡一）
�636･0018
〈内〉近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

近藤胃腸科外科
（南新屋）
�641･2625

〈内・小〉川口内科
（八幡）

�644･3366

27日（日）

〈内〉西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610
〈内〉すぎむらクリニック
（若王子三）
�647･7077

西井胃腸科外科
（高柳）

�637･0610

〈内・小〉菅ヶ谷内科医院
（堀之内）
�641･2903

29日（火） 30日（水）

〈内〉なお消化器内科
クリニック（高洲一）
�634･1825
〈内・小〉大持医院
（藤枝五）
�641･0651

高松整形外科
（岡出山三）
�643･2378

31日（木）

〈内・小〉櫻井医院
（焼津市上新田）
�622･0122
〈内〉高橋医院
（下青島）
�647･0370

はまべ整形外科
（上藪田）

�648･1500

6日（日）

たなか耳鼻科
（焼津市小柳津）
�621･5888

なかがわ眼科クリニック
（高洲）

�631･5571

やまもと歯科
（東町）

�646･1182

13日（日）

森耳鼻咽喉科
（大洲一）
�635･8687
〈皮〉きたむら皮フ科
クリニック（水守一）
�631･4412
あるふぁ歯科
（高柳）

�637･2345

20日（日）

仲神医院
（焼津市中新田）
�623･0805

緑の森歯科
（岡出山一）
�646･2121

27日（日）

むらまつファミリークリニック
（藤枝五）
�641･5318

浅井歯科医院
（高岡一）
�636･8241

29日（火）

そのだ歯科口腔外科
クリニック（瀬戸新屋）
�647･6006

30日（水）

藤枝あおば耳鼻咽喉科
（末広一）
�634･1331
はせがわ歯科
（益津下）
�647･2500

桜デンタルクリニック
（平島）

�643･1188
やまもと歯科
（東町）

�646･1182

31日（木）

いしかわ歯科
（瀬古二）
�643･4618
松下歯科オーラル
クリニック（高岡三）
�636･1291

※
通
常
の
診
療
を
行
っ

て
い
る
診
療
所
も
あ

り
ま
す
。
直
接
、各

診
療
所
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。


